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警
346 金沢大学十全医学会雑誌 第95 巻 第2 号 34 6－36 1 く19 86う

入 眠時聴性開眼反応を指標 と した乳児難聴選別検査法

金沢 大学医学部耳 鼻咽 喉科学講座 く主任 二 梅田 良三 教授ナ

鈴 木 重 恩

く昭 和6 1 年2 月2 5 日受付1

入 眠時聴性開眼 反応 くA E O R I の 難聴乳児にお ける誘発成績を調 へ その 意識 レ ベ ル と 機 序 の 解明 を

目的に 電気生理 学的研 究を行な い
， あわ せ て乳児難聴選別検 査 法と して の 有用 性 を検討 した

．
A E O R は生

後 10 日冒か ら 1 歳未満の健聴乳児の 1 50 耳中1 4 8 耳 く99 ％う に 認 め られ た が
， 両側性の難聴乳児 で は軽度

以上 の 難聴42 耳全て に 誘発さ れ な か っ た ．
しか し

，
1 側性の 難聴 で は 20 耳中3 耳く15 ％う に A E O R が誘

発 され
，
取 り こ ぼされ る こ とが わ か っ た

． 成人 3 名 に お け る A E O R は覚醒時の後半と 睡 眠 st a g e l の 前半

に 誘発され ， 数百 m s e c の 潜時を持 ち
， 覚醒方向 へ の 脳 波の変化 を示 す こ とか ら， 反射 レ ベ ル を越 え た皮質

レ ベ ル の 干渉を受 け る覚醒 反応 また は探索反応 に 属す る も の と考 えら れ た ． 第1 段階 で A E O R を 家庭 で観

察する 乳児難聴選別プ ロ グラ ム で は
，
5 6

，
0 0 0 名中23 名く0 ．0 4 ％1 の 難聴 を発見す る こ とが で き ， A E O R を

指標と した乳児難聴選別検査法の有用性 が示 さ れ た ．

瓦e y w o r d s a u dit o r y e y e o p e ni n g r e s p o n s e ， i nf a n t h e a ri n g s c r e e n i n g ，
el e c t r o －

p h y si ol o gi c al s t u d y ．

学童を対象と した選別聴力検査 は
， 今 日， 広く実施

さ れ ， 医学的治療や教育的配慮 な どの ケ アが 行わ れ る

よ う に な っ て い る ．

一 方
，
乳幼児 を対象と した 選別検

査方法は未だ確立さ れ てい な い た め制度化され て い な

い
． 急激な発達を示 す乳幼児期に は

，
た と え 1 側性の

軽度難聴があ っ ても
，
そ の 30 ％の も の が 学童期 の 学業

成績で 1 旬 2 年の 遅れ を示 し
， 教育 的， 言語的お よび

聴覚的発達 が 有意の差 で 遅れ る
り2I こ とが 知ら れ て い

る ． したが っ て， 乳幼児期 に 早 く難聴 を発見 し
，
対策

を講ずる こ と は大き な意義 を もつ ．

近年， 専門施設に お け る b e h a v i o r al o b s e rv a ti o n

a u d i o m e t r y くB O Al や pl a y a u di o m e tr y お よび 電気生

理 学的手法 に よ る
， 嫡電 図，

a u d it o r y b r ai n s t e m

r e s p o n s e くA B Rl，
m id dl e l a t e n c y r e s p o n s e くM L Rンな

どの進歩に よ り ，
0 歳児の 難聴で あ っ て も診断が より

確実に な っ て きて い る ． し たが っ て ， 家族や周 囲の も

の が い か に して 難聴 に 気づ き
， 早期 に専門施設 を訪れ

るか が 問題解 決の 大き な鍵で あ る ．

肉眼 的に 観察 しう る乳幼児 の 聴性行動 と し て は
，

M o r o 反 軌 眼 瞼反 射3 川
， 瞬 目 反 射

5 囲
，
眼 瞼 の 関

大8卜 1 り
， 眼球運動 川 1 21

， 体動開始6 け1 1 紺刃
ま た は停止， 詮

索反応
5I 瑚 岬

， 吸畷反射り7 1
， 覚醒 反射 用 瑚

な どや
，
あ るい

は これ らの 反射や 反応を ま と めて 驚博反応 用 1 91
と呼ば

れ る も の が 知ら れて い る ． し か し，
こ れ らの 指標は

，

年齢 ， 被検者の状態， 刺激音 の 種類や大 き さ に よ っ て

一 定で は な く
4 榔 I 州 1 り1 引

， 素人 に は観察が 困難で ある ．

そ こ で
，低年齢の 乳幼児 に つ い て の 選別方法 と して は，

先 に わ れ わ れ が 発 見 し た 入 眠 時 聴 性 開 眼 反 応
20I

a u d it o r y e y e o p e ni n g r e s p o n s e くA E O R 囲 利用 で きる

の で は ない か と考 えた ．
A E O R は

，
入 眠 の 閉瞼直後に

見ら れ る聴性の 眼瞼関大反応 で あ り
，

次 の 特徴をも っ

て い る
． 0 生 後 1 0 日 目以 降 に 観 察 で き る ． 砂 4 0 d B

くAう以 上 の 刺 激音 で 誘発 され る
． 砂精神遅滞 お よ び自

閉傾向の 有無 に か か わ ら ず誘発 され る
． ゆ誘発タイ ミ

ン グが よ けれ ば， 初回刺激の み で 健聴被検児の 90 ％以

上が 反応 を示 す ．
した が っ て

，
重度難聴の み な らず発

見時期が 遅れ が ち と な る軽度お よ び 中等度難聴を取り

こ ぼ さ な い 可能性 が あ る
．

A b b r e vi a tio n s ニ A E O R
，
a u dit o r y e y e o p e n i n g r e s p o n s e at o n s et of sl e e p i B O A

，
b eh a vi o r al

o b s e rv a ti o n a u di o m e t r y i E E G
，

ele c t r o e n c e p h a l o g r a m ニ E － E M G
，

e y elid ele ct r o m y o g r a m i

H － E O G
，
h o ris o n t al el e c t r o o c ul o g r a m 芸 V － E O G

，
V e r tic al el e ct r o o c ul o g r a m ．



警
乳児難聴選別検査法

また
，

A E O R は
， 専門的な技術， 聴覚の発達 に 関す

る知識およ び 高価な 機械 を必 要と しな い の で
，

素人 が

家庭で 容易 に 観察で き る も の と 考え られ る ． 親が 家庭

で A E O R の 有無を確認す る こ とが で きれ ば ，軽度以 上

の 難聴 は選別 され る こ と に な る ．
しか も

，
生後 ま も な

くか ら実施で きる の で ， 早期発見の 有 力な手段と な り

うると い えよ う ．

し か し な が ら
，

難聴 の 程度 別 A E O R の 誘 発 率 や

A E O R の 本態や 既知 の諸聴性 反応 と の 関連 は 未だ 明

らか で は な い
． 本研究で は

， 乳児難聴 の 程度別 A E O R

誘発率の 検討 と
，
A E O R が誘発 され る 意識 レ ベ ル と そ

の機序の 解明 を目的に 電気生理 学的な検討 を行い
，

さ

ら に ， 乳児難聴選別検査法と して
， 第 1 段階 に 家庭で

A E O R を観察す る プ ロ グラ ム を 4 年 間試み た成績 を

検討した の で 報告す る
．

対象およ び方法

I ． 難聴乳 児の A E O R 誘発率

1 ． 対象

当科に て難聴 と診断さ れた 1 歳末満の 乳児41 名で，

難聴の 程 度別内訳 は軽 度 く30 d B 仙 4 9 d 別 1 側性16

瓦 経度両側性 22 軌 中等度 ほO d B 旬 7 9 d 別 1 側性

T a b l e l ． C h a r a c t e ri sti c s of s u bj e c ts

3 4 7

3 乱 中等度両側性 4 耳， 高度ま た は聾 はO d B
旬コ1

側性 1 耳， 高度 また は聾両側性 1 6 耳，
計62 耳で あ る

．

対照群 は
， 難聴 を疑 っ て当科を受診し， 両側と も健聴

と診断され た 生後 10 日目か ら 1 歳末滴の 乳児 75 名，

1 5 0 耳で ある く表1 1 ．

2 ． 方法

静 か な室 内で， 乳幼児用 オ
ー

ジ オメ ー タ くT B － 0 2 リ

オ ン E Eつ3k 王i z の 震青ま た は舌打ち音く舌尖と上 歯茎

間で 1 秒間に 4 ． 5 回連発 す るも ので
，

3 k H z 付近 に

ピ
ー

ク を持つ 広帯域の ク リ ッ ク様音う く図 い を刺激音

と して
， 耳元 か ら およ そ 50 c m の距離 か ら50 旬 5 5 d B

くAう く表 2 コ の強さ で ， 自然睡眠また は薬物 くトリ ク

ロ リ
ー ル シ ロ ッ プう 睡眠の 入 眠 時間瞼直後に ，

2 ． 3

秒間片耳 ごと に 与 えた
． 音刺激開始後3 秒以内に 開瞼

した も の を正 反応 と した ． 健聴乳児 に は 3k H z 震青ま

た は舌打 ち音 で
， 難聴乳児に は 3k H z 震音で の成績 を

見 た ．

工工
．

A E O R の 電気生 理学的研究

1 ． 対象

両耳の 聴力 レ ベ ル 20 d B 以下 の健聴成人 3 名 く23 歳

と 43 歳 の 女性，
2 7 歳の男性1 ．

2 ． 手続き

A g e i n H e a rl n g I m p ai r e d N u m b e r
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3 4 8

暗騒音 50 d B くAフの シ ー ル ド室に て， 仰臥 位で 左 耳

に 約 50 c m の 距 離か ら 55 d B く封 の 立 ち上 が り 1 0 0

m s e c
，
立 ち下 が り 50 m s e c の 震 青 く1

，
3 k H 幻 を音

刺激と し ，
2 ． 3 秒間捷示 した ． 測定 は S a n ei － El e ct r o

－

e n c e p h al o g r a p h l A 5 8 を用 い
，

左右の 前頭 くFl ． 側

頭 くT い 中心 くC い 頭頂 くP い 後頭 く0 い 側頭 一 中心

くT － C l の脳波くE E Gl ， 左右の 水平限球運動くb o ri s o n t al

el e c t r o o c ul o g r a m
，
H － E O Gl ，

左 垂 直眼球運動 くv e r ti －

C al el e c tr o o c ul o g r a m
，
V － E O Gl

，
眼瞼くe y elid el e c tr o

－

m y o g r a m ，
E － E M G l お よ び瞑の 筋電図を 同時記録 し

た
．

音刺激を捷示 す るとき の 意識 レ ベ ル は
，
A s s o ci a ti o n

f o r th e P s y c h o ph y si ol o gi c al S t u d y of S l e e p くA P S Sl

の標準的判定法 細
を参考 に， 次 の 9 段階と した ．

1I st a g e W 前半で の開瞼時 － E E G ． E M G の 振幅

大
，
速 い E O G と瞬日が 見られ る ．

2l s ta g e W 前半での 閉瞼時 － E E G
． E M G の 振幅

K H 王

1 0 －

一

即

一

一

－ 1

一

l

一

l

－

岬

h

U

亡

中

コ

b

り

一

山

f l

l

－．．．．．
上

0 ．2 4 5 モ 亡

P a t t e r n

木

大，
庇 波増大

．

3 l s t a g e w 後半 － E M G 振幅小 ，
a 波減少， ゆる

い Sl o w E O G ．

4 l s t a g e l 前半－a 波 20 ％以下 ，
6 － e 波が 主

，
E M G

振幅 小 ．

5 l st a g e l 後半 h

h u m p 波の 出現 ．

6 l st a g e 2 －

S pi n d l e
，
K－C o m pl e x 波の 出現 ．

7 l s t a g e 3
－

2 0 句 5 0 ％の 高振幅 の 徐波．

8 l s t a g e 4 －

．5 0 ％以 上 の 高振幅の 徐波
．

9 l st a g e R E M 一個 発的 に 速 い E O G
， 低振幅の

E M G
， 低電位の E E G ．

覚醒 旬 自然睡眠時 に 以 上 の 各段 階で音刺激を提示 す

る こ と と した ．

H ． A E O R を指標と L た乳児難聴選別検査法

1 ． 対象

昭和 56 へ 5 9 年度 に 石 川県下 で 出生 した 1 歳未満の

乳児約 56
，
0 0 0 名 を選別対象と し た ．

ヒ
ー

L

－

ト

已
，

ニ

軒
－

臣

S e C t 1 0 n

Fi g ． 1 ． S o u n d s p e c t r o g r a m o f t o n g u e cli c k i n g s o u n d s ．

T a bl e 2 ． L o u d n e s s of to n g u e cli c k i n g s o u n d s b y m o th e r s

N u r n b e r o f M o th e r s

L o u d n e s s d BくAI

M e a n
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2 ． 手 続き

選 別プ ロ グラ ム は次の 3 段 階と した ．

第1 段階 二 家庭 で 母 親が舌尖と上 歯茎 で発せ ら れる

舌打ち青く3k H z に ピ ー ク を有す る ク リ ッ ク音様 軋 1

秒間に 約4 ■ 5 臥 口 元 か ら 50 c m で 5 0 へ 5 5 d B 仏l

で約2 秒間刺激 し，
A E O R の 有無を観察す る －

こ の 方

法は
，

出生 届け の 際役場 で 手渡 され る パ ン フ レ ッ ト
，

ある い は 3 カ月健診 の 際に 保健婦 の 説明 で母親 に知 ら

され る ． 家庭 で A E O R が 認め られな か っ た 場合や 疑わ

しい 時 は
， 地域 の 保健所に 届け る こ とと す る ．

第2 段階こ 保健所 に 届け出の あ っ た乳児 を対象に 保

健婦ま た は言語治療 士 が新生 児用 オ
ー ジ オ メ ー タ くリ

オ ン K K T B －0 21 や 玩 具 な どで
，

B O A を行 い
，
両耳 と

も 1k H z お よ び 3k H z 各 50 d B 仏l 震音の両方 に 反応

が明ら か で な い 場合は
，

親の 同意を得 て金沢大学ま た

は金沢医科大学の 耳鼻咽 喉科外来に 紹介す る ．

第3 段階こ 両大学 で は
， 保健所 より紹介 され た もの

に精査を行い 黄終診断 をするく図 2 コ．
以上 のプ ロ グ ラ

ム を実施 す る に あ た っ て
， 保健婦 の 代表 者 を集 め

，

A E O R の 説明 や B O A の 方法お よ び 新生 児用 オ ー ジ

オメ
ー タの 操作な どに つ い て の 講習を行 っ た ．

成 績

I ． 難聴児の A E O R 誘発 率

1 ． 健聴乳児の A E O R 誘発成績

0 ノ ー 1 1 カ月 の 健聴乳児の 1 5 0 耳中148 耳 く99 ％う で

A E O R は正 反 応で あ っ た ． 反 応が な か っ た の は 0 カ月

と2 カ月 の各 1 耳の みで あ っ た ． 震音 く99 ％っ と舌打

T a bl e 3 ． E v o k e d A E O R of n o r m al i nf a n t s

3 4 9

ち書 く98 ％I と で は差が な か っ た ．
ま た

， 月齢 に よ る

大 きな 差も なか っ た く表3 1
．

2 ． 難聴乳児の A E O R 誘発成績

両側性の軽度， 中等度， 高度ま た は聾で は
，
4 2 耳と

も A E O R は見 られ な か っ た 川 ％1 ．

一 方，
1 側性の

軽度難聴で は 16 耳中2 耳 く12 ． 5 ％I ，
1 側性の 中等度

難聴で 3 耳中 1 耳く33 ％う に A E O R を認め， 1 側性全

体で は 20 耳中3 耳 く15 ． 0 ％1 で あ っ た く表 4 フ．

H
． A l弓O R の 電 気生 理学的研 究

1 ． 得られ た サ ン プル 数

3 人 の 対象 とも s t a g e 3
，
4 と R E M に は達 しな か っ

た が
，

St a g e W 句
St a g e 2 まで の記録 27 サ ン プ ル が 得

られ た ． その 1 例 を図3 に 示 した
．

これ は
，

S t a g e l 前

p a nllつ－1 1 e t o r e x lユ1 a n a t i o －－ O f 八E O R

a L b i r しh r e q l s ヒr a ヒi o n o r l －e a l ヒh
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sl e e p i B O A
，
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半の も の で ， 音刺激後に 開瞼， 閉瞼 す るた め に お こ る

E － E M G と V ． E O G と の ア ー チ フ ァ ク ト変化く基線の 大

き なゆ ら ぎ1 が明 らか に 見 られ
，
E E G に 仔 波 の 出現が

認めら れ る
．

E E G は
，

E － E M G の ア
ー

チ フ ァ ク トの 影

響 を受 けて 大き く携 れ， F ， C ， P ，
T

， 0
，
の順 に 小 さ く な

る ．
0 の E E G は遅い 常時で ト1 に 大き く振れ て い る ．

2 ． 各 st a g e に お ける聴性変化の特徴

1 l st a g e W 前半の 開瞼時

E E G の 伊 波は 音刺激 に よ っ て 誘発さ れ な い か
， 出

て い た もの が 消失 した くa
－ bl c k i n gl ． 頻繁な 眼瞼の 開

閉に よ る ア
ー

チ フ ァ ク トの た め， H － E O G ，
V － E C G

，
E －

E M G の 誘発 は不明また は認 め られ な い く図4 － aコ．

2 l s t a g e W 前半閉瞼時

a 波の 消長 は開瞼時の 同様で あ っ た ．
E O G と E M G

の 変化は認 められ ない く図 4 －b l ．

3 1 s t a g e W 後半

音刺激に よ り速波の 出現 また は a
－b l o c k i n g の 傾向

を 示 した ． E ． E M G と V －E O G の ア ー チ フ ァ ク ト変化

は明ら か に 認め られ る く図 4 －

Cう．

4 つ s t a g e l 前半

S t a g e W 後半と は異な り
，

a 波が 音刺激 に よ っ て誘

発され る傾 向を示 した ． E ． E M G の 変化 も認 め ら れ る

く図5 － aコ．

5 う st a g e l 後半

a 波の 出現 は明 ら か に 認 め られ る が ， E － E M G の 変

化 は殆 ん ど見ら れ な い く図5 －bン．

6 1 st a g e 2

a 波は 出現 する が
，

E － E M G の 変化は な いく図5 ．

cl
．

得 られ た 27 サ ン プ ル の脳 波と眼 瞼筋電 図の 変化 を

各 st a g e 別に ま と め る とく表 51 ， 脳波 の 変化に 対応し

て 眼瞼筋電図 の変化が 現われ る の は
， 覚醒時の後半と

睡眠 st a g e l の 前半に 集 中した ．

3 ． 潜時

1 う 開瞼反応 の 潜時

音刺激後 200 m s e c
旬 9 0 0 m s e c

，
平均 的 630 m s e c で

開瞼が 誘発 さ れ た く図 6う．

2 う E E G の ぼ 波の潜 時

音刺激後 に 見 られ た ぼ 波の 消長 は
，

20 0 m s e c
へ 8 00

m s e c
，
平均 430 m s e c で誘発 され た

．

3 う 刺激音 に よ る潜時の差

55 d B くAl の 1k H z と 3 k H z と の開瞼反 応や 此 波の

消長 に 対す る差異 はと く に 認 めら れ なか っ た
．

m
． A lヨO R を指標と した乳児難聴選 別検査法

1 ． 本 プロ グ ラ ム に よ る難聴の選 別成績

い 第 1 段 階で選別さ れ た 1 歳未満 の 疑難聴児 は
，

昭和 56 年度 86 名， 昭和 57 年度 99 名 ，
昭和 58 年度72

名， 昭和 59 年度85 名， 年平均 85 ． 5 名で あり， 総対象

数 の 0 ． 6 1 ％が選別さ れ た
．

T a b l e 4 － E v o k ed A E O R of h e a ri n g i m p ai r e d i n f a n t s
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乳児難聴選 別検査法

2 潤 2 段階で は， 各 々 の 年度 に 9 名， 2 3 名，
18 名

，

30 名， 計 80 名， 年平均 20 ．0 名， 綺対象数の 0 － 1 4 ％が

選別され た ．

3 う 第 3 段階で は， 第2 段階 で 選別 され た 全 員が 精

検を受け
t

各々 の 年 度に 4 名
，

2 名，
8 名，

9 名， 計

23 名，
年平均5 ． 8 名の 難聴児が発見 され た ．

こ れ は
，

総対象数の 0 ． 0 4 ％に 相当し た
．

両 年 平均取り込 み す ぎ率 は， 第 1 段階で 14 ■ 9 倍 ，

2 段階で 3 ．5 倍 で あ っ た く表6 う．

2 ． 選別さ れ た難聴の 内訳

35 1

り 30 へ 49 d B の 軽度難聴 は
，
各々 の年度に 1 側性2

名，
1 側性 2 名

，
1 側性 1 名，

1 側性 3 名 と両側性 2

名の 計 1 0 名 くう ち 8 名が伝音難聴1 で あっ た

．
2 1 5 0u 7 9 d B の 中等度難聴 は

， 昭和 56 年度 に 1 側

性 1 名， 昭和 58 年度 に 両側性2 名の 計 3 名で あ っ た ．

3 う80 d B 以上 の 高度難聴 な い し聾は， 昭和56 年度

に 両側性 1 名， 昭和 58 年度に 両側性 4 名，
1 側性 1 名，

昭和59 年 度 に 両側性 3 名
，

1 側 性 1 名 の 計1 0 名で

あ っ た く表7 I ．

3 ． 精検児の 内訳

叫 こごL 脚 叫 叫 00 岬
J し 冊

V
仰 一 岬

叫 ぺ禁 刷 仰 輌 舶 坤 岬 一 価 叫 伸

Fi g ． 3 ． S i m u lt a n e o u s r e c o r d s a t e a rli e r p a r t o f sl e e p st a g e l ．
A f t e r th e

s 。u n d s ti m u l a ti o n くa r r o w m a rk l ． th e c h a n g e s a p p e a r ．
F

，
f r o n t al el e ct r o

－

e n c e p h al o g r a m くE E Gl ニ T
，

t e m p O r a l E E G ニ C
，

C e n t r al E E G ニ P
， p a ri e t al

E E G ニ 0
，

O C Ci pit al E E G i T － C
，
te m p O r al －

C e n t r al E E G ニ H ， E O G
，
h o ri s o n t al

el e c tr o o c u l o g r a m くE O Gl ニ V －E O G
，

V e r ti c al － E O G i E － E M G
，

e y elid － el e ct r o －

m y o g r a m ． くI n s u b s e q u e n t fi g u r e s
，
T

，
T － C E E G 8 t H － E O G a r e o m itt e d si n c e

th e y d o n o t sh o w m u ch ch a n g e sl ．
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い 本 プロ グラ ム の 第3 段 階で 精検 を受 けた 1 歳未

満児の 4 年間80 名 の 平均月齢 は
，

4 ．5 カ 月く0 旬 1 1 カ

月1 で あ っ た ．

2 1 本 プロ グラ ム の 精検 で発見さ れ た 4 年 間の 難聴

児2 3 名の平均月齢 は
，
4 ．8 カ 月く0

ノ
ー 1 1 カ 月1 で あ っ

た ．

木

3 1 本プ ロ グ ラム に よ ら な い で
， 直接両大学 を受診

し精検を受 け た 1 歳未満児の 4 カ 年間 89 名 偲 対象数

の 0 ． 1 6 ％1 の 平均 月齢 は 4 ． 7 カ 月 川 へ 1 1 カ 別 で

あ っ た ．

4 う 本プ ロ グ ラム に よ ら ない で精検 を受 け
， 難聴が

発見さ れ た 4 カ年間27 名く総対象数 の 0 ． 0 5 ％うの平均

t ． E l r l t t r p l r t O f － d k 亡一口1 n 亡S S
．

0 叩 n ed り 亡S b ． E t r l t t r p t r t o I ■t k モーul n 一 隻s ． 亡l o s 亡d e メ モ5

T
－ － ．

r

C

ノ

し
．

く

く

ノ

J
O

．

．ト

．．．
．ノ

亡
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い t t r p 暮r t Of v l k モーu l n e 量 l
．

Cl o s モd モノモS

F i g ， 4 ． R e c o r d s a t w a k ef ul u e s s ． C h a n g e s o f E E G
，

E O G 8 t E M G a c c o m p a n yi n g o p e n i n g 8t cl o si n g o f

e y e s a r e u n cl e a r e d a t e a rli e r p a r t o f w a k ef u l n e s s ．

T h e b l o c k i n g Lr
－

W a V e S
，

a n d th e c h a n g e s of E O G

a n d E － E M G a r e cl e a r a t l a t e r p a rt o f w a k ef uト

n e S S ．
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乳児難聴選別検査法

月齢は
，

5 ．3 カ 月 川 旬 1 1 力 闘 で あ っ た く表8 う．

5 う 本 プ ロ グ ラ ム 内外の 4 年 間の 総精検児年 平 均数

は42 ． 3 名，
発見され た総経略児年平均数 は，

1 2 － 5 名く総

対象児の 0 ． 0 9 ％1 で あ り
，

これ ら の お よ そ半数が本 プ

ロ グラ ム に よ るも の で あ っ た
．

6 う本 プ ロ グ ラム 実施以 前の 昭和 53
へ 5 5 年度の 3 カ

年 間の 1 歳未満児の 精検児年平均 数 は 23 －7 名 坪 均月

齢4 ．
7 カ 剛 で あ り ， 発見 され た難聴児年平均数 は

5 ． 7 名く平均 月齢は 5 ， 7 カ 別 で あ っ た ．
こ の 数 は昭和

a ． E a rl l e r p d r t O － 1 1 e 印 i い 叩 1

C ． S l モt P i t t 叩 2

くこ

く

pく

0く

サ
ー 1 0 G

正 一 亡 H G

仁山 q 一宇幸 ヒ ごこ 宗 さドート．一．．ニ ニ ニ ご ご 二二ニ ニ ニ ニ ニ

3 5 3

5 6 へ 5 9 年度 の 本 プ ロ グ ラ ム に よ ら な い 数 に ほ ぼ相 当

した く表9 1 ．

考 察

生後1 0 日目か ら1 歳末沸の 健聴乳児が示 した A E O R

の 誘発率は 99 ％の 高率であ っ た
．

こ の値は， 既に 報告

さ れ てい る乳児の 覚醒反応が 2 ％1 り
， 眼瞼の 開大

， 閉鎖

反応が 10 ． 5 ％ へ 2 3 ．8 ％22I
とい う値 を大き く 上 ま わ る ．

した が っ て
，

10 日目以降の乳児の 反応を肉眼的 に 観察

b ． L d t 亡r 叩 r t O I sl 亡亡P S t a
9

亡 1

山 川

．
．

－

ニニ

Fi g ． 5 ． R e c o rd s a t sl e e p st a g e ． S o u n d sti m u li

e v o k e a
－ W a V e S O n E E G a t sl e e p st a g e l a n d 2 ．

T h e c h a n g e s o f E O G a n d E － E M G a r e u n cl e a r

e x c e p t a t e a rli e r p a r t of sl e e p st a g e l ．
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T a bl e 5 ． C h a n g e o n el e ct r o e n c e p h al o g r a m a n d el e c tr o o c u l o g r a m of e y elid

N u m b e r of C h a n g e o n C h a n g e o n E M G

S a r n ple s cr － W a V e S Of E y eli d

1 V ak ef ul n e s s

E a rlie r p a r t

O p e n e d E y e s

Cl o s e d E y e s

L a t er p a r t

Cl o s e d E y e s

S l e e p

E a rli e r p a r t o f

St a g e l

L a t e r p a r t o f

St a g e l

S t a g e 2

－

＋ －
－

士 士 －－

＋ 士 ＋ 士 士 士

＋ 士 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ 士 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋＋ 士

＋ ＋ ＋ ＋ －

－士－

＋ ＋ ＋

＋
，

Cl e a r c h a n g e ニ 士
，

u n Cl e a r c h a n g e ニ
ー

，
n O C h a n g e ．

E M G 珊 叫 佃 佃 押

Fi g ． 6 ． L a t e n c y o f A E O R
，

T h e c h a n g e s o f E E G

a r e e v o k ed a t a b o u t 4 00 m s e c a f t e r p r e s e n t a ti o n

Of th e sti m ul u s ，
V － E O G a n d E － E M G a r e e v o k ed

W ith 60 0 m s e c l a t e n c y ，

す る に は A E O R が 最 も適 して い る よう で ある
． 加我

ら
2さI は

， 1
へ ノ

3 カ月 の 乳児の 聴性行動 は平均 100
ノ

ー 8 2

d B
，

6 カ 月で 55 d B
，
1 2 カ月 で 40 d B で観察さ れる と

ま と めて い る ． しか し
，

A E O R は 3 カ 月 以下の 乳児で

も 50 へ ノ 5 5 d B で誘発さ れ て い る
． 難聴 を選別す る ため

に は
，

難聴 を で き る だ け取 り こ ぼ さな い 小 さ い 音であ

る こ と が 必 要 な の で
，

A E O R は す ぐれ た 反応域値 を

も っ て い る と い え る
．

D o w n s ら
24
りこよ れ ば

， 先天 性難聴児 で は 3k H z の 聴

力が有意の 差 で低 い の で ， 選 別検査音 と して は 3k王i z

音が 望ま しい と い う
． 舌打ち音と

，
3 k H z 震音と では誘

発差 が なか っ た ．
これ は 舌打 ち音の 周 波数成分が聴性

反 応が 出や す い 3 k H z 付近 に ピ ー ク を も つ も の で あ

る こ と と関連 が あ るよ う に 思 われ る
． 舌打 ち音 の 大き

さ は ， 比 較的恒常性が高 い
． 10 名の 母親の 発す る舌打

ち音 を測定 してみ る と
，

口 元 か ら 50 c m 離れ て 50 へ 5 5

d B くAl の 範 囲内 に あ り ， 刺激音 の 大き さ と して 安定

し た もの で あ る ． した が っ て
， 舌打 ち音の 成 分や大き

さ の みな ら ず， 家庭で い つ で も刺激音 と して 用 い る こ

とが でき る 点で 便利な も の と い え よう ．

難聴乳児 の A E O R は軽度以 上 の 両側性難聴の 全 員

が 無反 応で あ っ た
． 軽度難聴も取 り こ ぼ さ な か っ た こ

と は
，
A E O R の 反応域値が低 い こ と を示 唆 して おり

，

選 別法と して 適切 な もの で あ る ． しか し
，

1 側性の 難

聴耳で は取 り こ ぼ しが 15 ％あ っ た ．
こ れ は ， 健聴耳例

の 反応 に よ るも の と思 わ れ る の で
， 今後刺激音をさ ら

に小 さ くす るか
， 対側耳の 遮蔽 を正確 に す る と か の 工

夫が必要 で あ ろう
．
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A E O R の 電 気生 理 学 的研 究 で は
，

入 眠 時 を E E G
，

E O G およ び E － E M G の 変化で 同定 す る こ と はで き な

か っ たが
， 覚醒か ら睡 眠 st a g e 2 まで の サ ン プル を得

る こ とが で き た ． その 結果， 眼 瞼が 比 較的弱 い 音刺激

に よ っ て も関大しや す い の は
， 覚醒時の 後 半ない し睡

眠st a g e l の 前半で ある こ とが わ か っ た ． お そら く
，

入眠時の 閉瞼直後 と は こ れ ら 2 つ の st a g e の 中間あ た

り ，
また は両者を含 んだ st a g e と推測され る

．

T a bl e 6 ． S c r e e ni n g r a ti o d u ri n g f o u r y e a r s

3 5 5

音刺激か ら 開瞼ま で の 潜時 は平均630 m s e c で あ っ

た
．

こ れ は
，

e y e
－b li n k r e n e x の 潜時が数 10 m s e c 以

内の 値 珊 2 引と大差 で あ り
，
両者は質的に 異な る もの で

あ る こ とが 示唆さ れ る ．

心 理 学事典
2 6
りこよれ ば

，
反 射は， 刺激に よ る神経の興

奮が 意識と は無関係の中枢神経系の レ ベ ル で折 り返さ

れ
，

効果器 に 現れ る現象で あ る と い う 1
こ の 定義 に し

たが え ば ， 反 射の潜時は短か く ， 意識 レ ベ ル で折 り返
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さ れ る反 応 は よ り長 い 常時を 必 要と する と考 え ら れ

る ． G al a m b o s ら
81
に よる と

，
3 5 －4 0 m s e c の 潜時 をも

つ 聴性の e y e
－b li n k r efl e x くc o c hl e o

－f a ci al r e fl e x l は

中耳筋の の 反射 く10 m s e cl に 眼 瞼 筋ま で の 経路 が 加

わ っ たも の と推測さ れ てい る
．

こ の値 は
，

わ れ われ が

先に 測定した 音刺激から聴皮質 まで の 聴神経伝 導路過

程が 60 m s e c
2 71

で あ る値 よ り 小 さ い の で
，

e y e
－ bli n k

r e fl e x は 皮質 に 至 っ て い な い 脳 幹 レ ベ ル で 折 り 返 さ

れ た反射で ある こ とが推測さ れ る ．

一 方， 皮質 レ ベ ル

の 反応で あ る聴刺激に 対す る 指や 音声の 反 応時間 く皮

質 レ ベ ル の 弁別 や運動企 画過 程 を含 むl は 20 0 m s e c

r
v 35 0 m s e c

2 71で ある
．
した が っ て

， 数百 m s e c の 清時 を

も つ A E O R は脳幹 で の 反 射 レ ベ ル を越 えた よ り 高い

レ ベ ル の 反 応に 相当す る と い える ．

覚醒 開瞼時に 明ら か で なか っ た聴 刺激 に よる EE G

の 変化は 平 均 430 m s e c の 薄暗で
，
覚醒 時 の 後半に a

波が bl o c k i n g され速波が
，

睡 眠 st a g e l の 前半か ら

st e g e 2 に a 波が 出現 した ．
これ は

，
こ れ らの 段階の

脳波が音刺激 に よ っ て速波化 し， 意識 レ ベ ル が覚醒 に

向 けて 変化 した こと を示 して い る ．

一 方 ， 脳波の 潜時

に お よ そ 200 m s e c 遅 れ て 眼 瞼 の 関大 が 始 ま っ て い

る
．

こ の 20 0 m s e c は
，
われ わ れ が既 に 報告し た

2 71 聴刺

激か ら構音ま で の 伝導過 程の 分析結果 と 照合 する と
，

皮質 レ ベ ル の 弁別過程が 60 m s e c ， 運動企画過程が30
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r n s e c
，
運動神経伝導路過 程は 80 m s e c 計17 0 m s e c の

値に ほ ぼ相当す る ． 皮質か ら 眼瞼ま で と
，

構音器 官 ま

で との 差 は多少あ る に し て も，
こ の 20 0 m s e c と い う

値は皮質経由の 伝導過程に 相当す るよ う で ある ． し た

がっ て
，
A E O R の 眼 瞼関大 は皮質 レ ベ ル の 支配 を受け

て い る と考 え られ る ．

以上 の A E O R の 潜 時， 脳 波 の 変 化 お よ び 脳 波 と

A E O R と の潜時差を あわ せ考 える と
，
A E O R は皮質 レ

ベ ル の 干渉を受 けた覚醒 反応 また は探 索反 応に 属す る

もの の よ う で ある ． 本研究の 結果 をそ の ま ま乳幼児 に

当 て は め る の は今 後 の 課題 で ある が
，
生後数カ 月以

内に 肉眼 で 観察 し える聴性反応 の 多く は
， 強大な音刺

激 く90 －1 1 0 d B l に よ っ て 起 る M o r o 反 射，
e y e

．b li n k

r efl e x
， p u pil r efl e x な ど驚博反応と い わ れ る脳幹 レ ベ

ル の 反射 であ る
川 2 31

．
した が っ て

， 生 後ま も なく か ら見

られ
，
比較的弱い 音刺激に よ っ て も誘発さ れ る A E O R

は特異な存在と い え よう ．

乳幼児期に 難聴が ある と
， 聴覚 お よび 言語発達等の

遅滞が惹起さ れ る こ と はよく 知られ て い る ． 音声言語

の認知2 8 卜 a 2I
の み な ら ず文字言語の 認知3 3ト 抑

も 1 歳前

か ら始ま る こ と を考 える と
， 医学的治療や言語治療 の

酉己慮は遅く と も生後 7
．

8 カ月 に 開始さ れ る こと が 望

まし い
． その た め に も ， 難聴は生後 5 ■ 6 カ 月頃ま で

発見さ れ る必要が ある
．

難聴 の 早期選 別検 査 を大別す る と 4 つ の 方法 が あ

る ． 0 一 定の 音源 を用 い て誘発さ れ る聴性諸反射 を指

標に す るも の
珊 瑚 3 71

． 傍聴覚の 発達チ ェ ッ ク リ ス ト に

ょ るもの 3 8 潮
． 母聴性体動 を自動記録す る もの 1 引座鋸

． ゆ

リス ク児 を選 別対象に し ぼる も の 瑚 な どで あ る ．

これ らの 方法 はす で に 追試さ れた り
，

現在検討中の

もので あ るが
， 最 も大き な問題点 は

， 難聴児が極め て

低い 頻度 で ある た め選別検査 の 生産 性が 低 い こ と で あ

る
．

0 の方法で は，聴性反 射 を見定め る に は熟練を要 し，

また， 聴性反射 を誘発 す る刺激音が 比 較的大き い た め
，

軽度難聴や 中等度難聴お よび 高度難聴の
一

部 をと り こ

ぽす可能性が あ る と い う 欠点を も つ ． さ ら に ， 中等度

以上 の 難聴 の 頻度が 0 ． 1 ％前後4 り
と い う 低さ を考慮 す

ると
，

全対象児を検査 す る こ と は時間的，
労力的な ど

の 経済性でも 問題が ある
．

砂の 方法は親に 聴覚の 発達 をチ ェ ッ ク して も ら い
，

問題の あ る もの を検査 対象児に しぼ る こ とが で き， し

か も 中等度難聴も と り こぼ さ な い 糊
とい う 点で す ぐれ

て い る と い え よ う ． しか し，
1 歳 未 満 で 4 2 項 目 を

チ ェ ッ クす る こ と は望ま しい こ と で ある が， 親の 主観

が入 りやす く 繁雑 な負担に なる こ と は否め な い で あ ろ

う
． 今井ら

4 21
の 報告 に よ ると

， 質問紙法で は回収率が悪

357

くく36 ％I ， しか も， 回 答者に よ る判定基準の 相違が 回

答に 含ま れ てくる と い う 問題 点が指摘され て い る ．

令の 方法 は， 検者の 観察負担 を軽減 し
， 反射 を客観

的に 評価 しう る点で長所が あ る
．

しか し
， 0 の方法 と

同様，
全対 象児 に 実施す る に は高価 な機械の 普及 と い

う経済性と 労力， 時間の 点で 問題が残る
． 他の 方法と

の 組 み合わ せ な どの 工夫 が必 要で あ ろう ．

ゆ の 方法は ， 対象児数 を ある程度限定す る と い う長

所 をも つ が
，

リ ス ク 児の 難聴 を発見 しえて も
，

リ ス ク

児以 外に お ける 同じか そ れ以上 と思わ れる 難聴児 を取

り こ ぼ す こ と に な り ， 必ずし も有効 な方法と い え な い
．

た と えば
，
悉皆検査で あ る D o w n s ら

叫
の成績で は ，

1

万人 を対象と して 150 名が と り こ まれ て
， 取り こ ぼさ

れ た 2 名 の 難聴 を加 え る と
， 最終的 に 4 名が 難 聴で

あ っ た ． 実際 に 難聴で あ っ た もの の う ち3 名 ま で が血

族内に難聴が認 め られ てお り
， 残 りの 1 名 ほ5 ％う が

原因不 明 の 難聴 で あ っ た とい う ．
M e n c h e r

欄 は 10
．
0 0 0

名中9 名の 難聴 を発見 し
，

そ の う ちリ ス ク 児に 該当 し

なか っ た もの は 4 名 く44 ％ン で あ っ た と述 べ て い る ．

また ， 石沢 瑚 に よれ ば ， 原因不明の難聴は535 名中182 名

の 34 ．0 ％と報告さ れて い る
．

田中ら
45I は

，
1 0 歳以下の

感音難聴児 729 名の 原因調査を行い
， 原因不 明 4 1％， 周

盛期異常に よ るも の 24 ． 5 ％で あ っ たと報告 し
，

こ の 結

果か ら リ ス ク児中心 の チ ェ ック 法で は原因不明 の先天

性難聴が取 り こ ぼ さ れ ると危惧 してい る ．
こ の 見地か

ら N o rh e r n ら
4 61

も B O A 検査 と リ ス ク児選 別 と の 両

者併用 を提唱 と して い る ．

先 に 述 べ た い ずれ か の 方法 で 選別検査を行 っ た もの

の う ち
， 第 1 段階 に相当す る人 数が記載され て い た も

の に つ い て
，

取 り込 みす ぎ率 を算出し て み ると ， 0 の

D o w n s ら
細 の 取 り込 み す ぎ率が 75 倍く2 ハ50

，
1 0

，
0 0 0

名を対象 に選 別検査 を行 ない
， 第 1 段階で選 別さ れ た

も の は 150 名， そ の う ち難聴 と 診断さ れ た も の は 2

名l ， 同様 な方法で 行 っ て い る S h a pi r o
3 71の結果 は600

倍以上
，

H a rd y
4 71

の それ は 19 1 倍以 上 で あ っ た ． Cgl の

チ ェ ッ ク リ ス ト を用 い た 田 中ら 瑚 の 結果 は22 倍 以上

く対象 1 17 3 名の う ち 第 1 段階 で 難聴 が疑わ れ た も の

が 22 名 で
， 実際に 難聴 と診 断され た も の は い な か っ

た1 で あ っ た ． 命の Si m m o n s ら
4 0

切 結果 は 41 倍 く対

象児 6
．
0 0 0 名の う ち

，
C rib －

0
－ G r a m で 選 別され た もの

は 327 名 で
，

最終的に 難聴 と確定され た もの は 8 名1

で あ っ た ． 第 2 段階に 相当す るリ ス ク 児に よ る選別検

査 を行 っ た U ni v e r sity o f C ol o r a d o M e di c al C e n t e r

の 報告 相 に よ る と ，
6 7 倍く1 0 ，

7 2 6 名の 対象児の う ち ，

リス ク フ ァ ク タ ー で 選別 され た もの が 372 名 で
，

そ の

う ち 17 名の 難聴が 発見され たうで ある
．

こ れ らの 成績

と
，

本プ ロ グ ラ ム の 第 1 段 階で 14 ． 9 倍，
第 2 段 階で
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3 ．6 倍 とを比 較す る と
，
本 プ ロ グ ラム の 取り込 み す ぎ

率は最 も低 い もの で ある
．

し たが っ て，
A E O R に よ る

乳児難聴選別検査法は取り込 み す ぎ率 に 関 して も有用

である こと が示 唆され る
．

軽度難聴や 中等度難聴 で は大 き い 音 に 反 応 す る た

め， 高度難聴や聾よ りも発 見が遅れ が ち に な り ， 幼児

期の言語発達上聞題と され て い る
411

． 医学的治療 や補

聴効果の 可能性が高い 軽 鼠 中等度難聴を取 り こ ぼ す

よ う な選別検査で は意義が 少な い
．

その た め に は，
で

き る だ け小 さい 音で 軽度難聴 をも選別 する も の で ある

こ と が必 要で ある
．

前述の 選別検査 で 発見さ れ た難 聴の 程度 に つ い て

は
，
S i m m o n s ら

4 0 切 8 名が全 て 中等度か ら高度難聴，

U ni w sity o f C ol o r a d o M e di c al C e n t e r
4 6

竹 ま
， 軽度

6 名， 中等度8 名， 高度 3 名 と記載 され て い る ．
こ の

両者 を比 較す る と
， 前者 で は 軽度難聴が 取り こ ぼ され

て い ると推測さ れ る ． その 理 由は， 遠別音の大 き さに

ょ る と考え られ る ． 前者 の 聴性体動 を記録す る に は，

選別音の 大きさ が 92 －9 3 d B くS P Ll と い う 強大音 を使用

して い るた め で あ ろう． こ の点 A E O R を指標と した本

選別法で は10 名の 軽度難聴 を取 り込 ん で い る ．
こ れ

は ， 比較的小 さ い
，
5 0 －5 5 d B くA うの 舌打ち音 を用 い て

い るた め
， 軽度難聴を取り こ ぼ す危険性が少 な い こ と

を示 して い る ． した が っ て， 本選別法 は軽い 難聴や 片

側性 をも取 り こ ぼす こ とが 少な い 点 で も有効な方法と

い え る
．

乳児の 聴性反応 を誘発 しや す い 音 と して
，
船木4 別

は，

3 k H z 帯域の n oi s e が 最も有効 で あ っ た と報告 して い

る
． 本選別検査法で は ， 器具 を必要と せ ず誰 で も 簡単

に 発せ られ る もの である 舌打 ち音 を用 い て い る ．
こ の

舌打 ち音は 3k H z 付近 に ピ
ー

ク を もつ 帯域音 で あ る
．

したが っ て
，
刺激音の性質と い う点で も 本選別法 は長

所を も っ てい る とい え よう ．

乳幼児の聴性反応の種類 に つ い て は ， M o r o 反射 ， 瞬

目反射， 吸畷反射な どが報告 され て い るが
， 対象児の

発達段階 に よ っ て は 示 す 反応 は必 ず しも
一

様 で は な

い
．

こ れ らの 反応の す べ て を知 っ て ， 乳幼児の 聴性反

応を観 察す る こ と は
，

一 部の 専門家 に と っ て 可能 で

あ っ て も ，

一 般の 親に と っ て は不可能で ある ．

A E O R は
， 音刺激に 対す る 眼瞼の開閉 を見 る だ けの

も ので あり ， その 他の 知識 を必要と し ない
．

素人 が 家

庭で も観察で きる最 も単純 な方法と い え る ． しか も，

何回 も試み る こ とが で き る た め
，
進行性や 後天性 の難

聴も チ ェ ッ ク で きる利点 を持 つ もの で ある ．

第2 段階で の取 り込 みす ぎは
，
平均 3 ．5 倍 で あ っ た ．

本プ ロ グラム に よ らな い で 直接両大学病 院を精検に 訪

れ た対 象児中の難聴発見率 は
， 昭和 56

，
5 7

，
5 8

，
5 9 年

度 を合計す る と ， 8 9 名中27 名，
3 0 ％で ある の に比 し

，

本 プ ロ グラ ム は
，

4 年間で 80 名中23 名，
2 9 ％と 同様

の 成績で あ る
．

ま た
， 本プ ロ グラ ム 実施前の 3 年 間に

発見 され た 難聴 の 年平均数6 ． 8 名に 対 して ， 本プ ロ グ

ラ ム 実施後 の 4 年間 に 発 見さ れ た 難聴 の 年 平 均数は

12 ． 5 名 と 2 倍近 く増加 して い る ． した が っ て
， 本プロ

グ ラ ム は両大学病院 での 精検効率 を低下 さ せ ず
，

かつ

早期発見数 を増加させ る上 で も 役立 っ て い る とい えよ

う ．

本プ ロ グ ラ ム 内外で平均 4 ． 6 カ月 に 発見さ れ た難聴

の合計 50 名 は総対象数 の 0 ． 0 9 ％， 本 プ ロ グ ラム で は

その 半数近 い 0 ． 0 4 ％ を占め た ． 前述の難聴児の言語治

療開始時期は遅 く と も 7 ． 8 カ月が 望ま れ る点では
，

発見時期 その も の で も好成績 で あ っ た
．

しか し
， 幼児

難聴 の頻度 0 ． 3 へ 0 ． 5 ％2I 細
か ら は

，
未発 見の 難聴が少

く と も 3 倍以 上 と推測 され る
． した が っ て

， 今後の課

題の 1 つ は， よ り多く の 紗 こ本プ ロ グ ラム 参加 を啓蒙

す る こ と で あ ろう
．

さ らに
，第 1 段階で の 取 り込 み す ぎ は年 平均14 ．9 倍

で あ り， 改善 の余地が ま だ あ るよ う に 思 われ る ． 事熟

A E O R の 誘発方法 に つ い て 第 2 段階 で の 母 親に 確か

め る と
，
その 多く は A E O R を誘発す る タイ ミ ン グを十

分理 解 して い な い た め に A E O R を観察 で き な か っ た

と い う こ とで あ っ た
．

す なわ ち
，

パ ン フ レ ッ ト を読む

こ と や 口 頭 に よる 説明の みで は
，第 1 段階の A E O R の

観察方法が十分理解 さ れ て い ない こ とが 示 唆され た ．

また ， 最初に A E O R の 誘発方法 を説明 す る保健婦を対

象 に 行 な っ た講習会 は
，

初年度以降な され て い ない こ

と も理 由の 1 つ で あ ろう ．
こ の対策と して は

，
A E O R

誘発 の 実際の 様子 を ビ デ オや映画で 撮影 したも の を母

親や保健婦 に 示 す こ とや ， 保健婦 を対象に した講習会

の 開催 を，
A E O R 観 察方法 が 周知 徹 底 す る ま で は継

続す る こ とが 必要と 考え る ．

結 論

A E O R の誘発成績を，生後 1 0 日目 か ら 1 歳未満の 健

聴 乳児 と難聴 乳児 に つ い て 検討 し た
． 健聴乳児 で は

150 耳 中14 8 耳く99 ％1 に 誘発 され た
．

一

九 両側性難

聴 で は
， 軽度以 上 の難聴 42 耳全て に 誘発さ れ なか っ た

が
，

1 側性難聴で は 20 耳中 3 耳く15 ％うに誘発さ れた ．

こ の こ と か ら，
A E O R を見る こ と で 軽度以上 の 両側性

難聴の 全て と
，

1 側性難聴の 半数以上 を選 別で き る こ

とが わ か っ た ．

成人 3 名 を対象 と し た A E O R の 電気生 理 学的検討

で は
， 覚醒時の後半 と睡眠 st a g e l の 前半に A E O R が

誘発 さ れ
，
ま た ， 数百 m s e c の 潜時で覚 醒方 向へ 脳波が

変化 す る こ とか ら，
A E O R は 反射の レ ベ ル を越えたよ
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り高次の 干渉を受 ける覚醒 反応 また は探索反 応 の
一 種

と考えられ た ．

第1 段階で A E O R を家庭 で 親が観 察す る 乳児難聴

選別プ ロ グ ラ ム で は
，

5 6
，
0 0 0 名中23 名く0 ． 0 4 ％うの 難

聴乳児 を発見す る こ とが で き た ．
こ の こ と か ら

，
A E O R

を指標と した本 プロ グ ラ ム は
， 乳児難聴の 選 別検査 法

として 有用 で ある こ とが 示 され た ．
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